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アカモクの光合成の日変化
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Higher morning photosynthetic rates and afternoon photosynthetic depression were observed on sunny 

days in Sargassum homeri. Such afternoon photosynthetic depression， however， was not observed when the 
plants were exposed to much reduced solar radiations. Photosynthesis and dark respiロionin S. homeri showed 

app釘 'entday-night rhythms independent of daytime exposures to various reduced solar radiations. 
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ある植物の特定期間における生産量を，ある時点に るいは陪呼吸速度を求めた。

測定された光合成及び呼吸速度から算出する場合があ 1986年8月26日夕方から翌日の夕方にかけて，晴天

る (e.g.BRINKHUlS 1977)。しかし，光合成活性は 1日 下の屋外におけるアカモク幼体の光合成を流水測定法

の聞にも変化することが，ある種の海藻で知られてい で追跡した。また，天候と光合成及び呼吸活性の日変

る(RAMUSand ROSENBERG 1980， GERARD 1986)。また， 化との関係を明らかにするため，晴天の1987年 8月28

ホンダワラ科のウミトラノオにおいて光合成の日変化 日の朝から翌日の朝まで，日光の強きが海面直下の70，

パターンを調べた GAOand UMEZAKI (1989a， b)は，晴 60，40，20%になるようにカーテン地で覆った場所で，

天の日の午後の光合成速度が午前の同じ日射下での値 サンプルを流海水中に維持した。その間 2または4

より低くなることを見出している。アカモタを用いた 時間おきに室内に持ち込み，光飽和光合成速度(光源

本研究においても，晴天の日の午後における光合成速 白熱電球， 110V， 150W;光強度 600μEm-2s-1) 及び

度の低下はみられたが，さらに，日中の光強度に関係 暗呼吸速度をプロダクトメーターで測定した。 1回の

なく，日中と夜間で光合成能に違いがみられたので， 測定には約30分を要した。両実験とも実験水温は8月

その結果も併せて報告する。 の舞鶴湾の表面水温にほぼ等しく， 27-290C であっ

た。

材料と方法

結果と考察

1986年 8月と 1987年 8月に日本海に面する舞鶴湾で

アカモタの幼体(長さ 1-2 cm)を平均海面からの水 Fig. 1は晴天下の屋外で流水測定法によって得られ

深約 1m の所から採集し，海水で洗ってから，直ち たアカモグ幼体の光合成ー日射曲線である。日が昇る

に実験に用いた。光合成の測定は流水測定法 (GAO につれてサンプルの光合成速度は上昇し，日射が

and UMEZAKI 1989a， GAO 1989)と改良型プロダクト 900μEm-2s-1 になった 7時30分頃最大値に達し，そ

メーター(横浜ら 1986)を用いた差働式検容法で行つ の後は日射が増加したにもかかわらず低下し，午後に

た。流水測定法の場合は，直径 3cm，長さ 70cmの透 は15時頃までの間ほぽ一定に保たれ，以後日射の減少

明または不透明のパイプの中に 5~10個のサγプルを につれて低下した。暗呼吸速度は日没後に日の出の時

維持し，流入口と流出口の海水の溶存酸素量をウィン より 2倍ほど高くなった。午前と午後の同じ光強度下

タラ一法で測定し，その差から純光合成速度または陪 の純光合成速度を比較すると，午後の値が午前の値よ

呼吸速度を求めた。差働式検容法の場合は，直読され りかなり低いことがわかる。昼間の純光合成速度，昼

た酸素発生量あるいは酸素消費量から純光合成速度あ 聞の暗呼吸速度(平均 4.0m102 g(d.W.)-lh-l)及び
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Fig. 2. Changes with time in net photosyn-
thesis (Pn) and dark respiration (Rd) of Sargassum 
horneri juveniles exposed to various levels of solar 
radiation (A， 70%; B， 60%; C， 40%; and D， 20%) 
on August 28-29， 1987， when the solar radiation at 
noon w田 2000μEm-2s- 1 • Two to threejuveniles 
were used in each case. 
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夜間の呼吸速度(平均 2.5ml O2 g(d.W.)-lh-1) から，

測定に用いたアカモク幼体の1986年8月26日から27日

にかけての24時間あたりの総同化量及び純同化量を算

出することができるが， 1 mg O2 (0.7 ml O2) が

0.84mgの乾物量に相当する (IKUSIMA1965)とすれば，

それぞれ 142.1mg(d.w.) g(d.W.)-l及び 46.5mg(d.w.) 

g(d.W.)-lとなる。

1987年8月28日から翌日にかけて，種々の相対日射

強度下に置かれたサンプルを用いて行った実験の結果

を Fig.2に示す。 70%の日射強度の下に置かれたサン

プルでは (Fig.2A)，光飽和光合成速度は日中に低下し，

14時頃極小値に達した後にわずかに上昇して， 18時に

極大に達した後に再び低下し，翌朝にまた上昇した。

午後の光飽和純光合成速度は午前に比べて25~40%程

低かった。一方， 60%から20%までの日射強度の下に

置かれたサンプルでは (Fig.2B-D)，光飽和純光合成速

度が午後になっても午前中とほぼ等しい値に保たれた

が，夜間には著しく低下した。暗呼吸速度は， 70%の

日射強度の下に置かれたサンプルで午前から午後に向

かつて20%程上昇したが，他のサンプルでは日中ほぼ

一定に保たれた。しかし，いずれのサンプルでも，夜

間には暗呼吸速度の明らかな低下がみられた。

以上の結果から，アカモタ幼体の光飽和光合成速度

と暗呼吸速度を模式的に表わすと Fig.3のようにな

る。点線で表わされた日射の弱L、日のパターンは，光

合成活性及び踏呼吸活性が共に昼間に高く夜間に低く

なるというリズムを有することを暗示しているが，晴
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Fig. 1. Photosynthesis vs. solar radiation 
curves of Saな'assumhorneri on August 27， 1986 
Open circles are for the data before noon， and filled 
circles for the data after noon. The numbers along 
the lines indicate the time of the day. 
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献文
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Fig. 3. Model curves of photosynthetic and 
respiratorγperformance in Sa智'assumhomeri on a sun-
ny day (solid line吟oron a rainy day (dotted lines). 
Pn is for light-saturated net photosynthesis， and Rd 
for dark respiration. 

天の日には，実線で表わされているように，光飽和光

合成速度は午後に一時低下し，また暗呼吸速度は日中

ゆるやかに上昇する。このような晴天の日の午後にお

ける光合成の抑制と呼吸の促進は， GAO and UMEZAKI 

(1989a， b)がウミトラノオについて考察しているよう

に，強光下での光合成産物の蓄積の結果と考えられる。

日本近海においてアカモクは水深 20m付近まで分

布しているが(能登谷 1988)，舞鶴湾では平均海面か

らの水深約0.5mから 3m付近まで分布しており，本

研究でのサンプリング深度における相対日射強度は海

面直下の約70%であるので，この深度に生育している

アカモク幼体の光合成活性は晴天の日の午後には低下

するものと考えられる。






